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の議論をまとめている。      
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ができるのである。これまで「われわれは自然を説明し、精神生活を理解する（Die Natur 



























332-333頁）。      
 ヴェーバーは②にかかわる未分節な経験相（体験作用）を認識論的に些末なもの、どうでもよい
ものと捉えていたわけでは決してない。社会科学的認識論の中で限定的ではあるが重要な位置づけ
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と呼ぶ）。天皇制支配の本質について、菅孝行や吉本隆明は以下のように指摘している。      
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察はそう簡単に起こるものではない。週 1 回、 1 回50分ほどの精神療法、カウンセリングでは患者
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の体験はそれをよく物語っている。      
 あんなに広い空間［治療空間とつながるものとして経験された沖縄の海辺］に、心ゆくまで浸り
切ったのは生まれてはじめて。本当に新しい自分、新しい世界が開けた。一人で海や空を見ていて、
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いない」ということだが、心理的な意味に用いられる際には、正直（upright at heart）（right-
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